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Summary

Recentlyjamodelhasbeendevelopedfbrevaluatingagriculmre'spotentialfOreasmghumaneffctsonthe
climate(theregionalclimatemodeD,whichprovideshighlyaccurateevaluation・Thesofwaremrapplyingthis
modelisrunonaMicrosongWindowsXP(orWmdows2000)operatingsystem(OS)environment.Anstepsof
themodel'sapplication,ranginghominitialcalculationstofinalconClusions,aremediatedbyagraphicuser
mterface(GUI).
Hrst,1hismodel'saccuracyofesUmationandeaseofmanipulationwereassessed.Dataonwmddirection,

windvelocitydistribution,atmospherictemperamredismbution,thermalbalancecharacteristic,etc.,obtained
withthismodelwerecomparedwiththeAMeDASdataandlicefielddetailedweatherdataatMase,'1bukUba
CityWeatherenvironmentsonvariousspatio-temporalscaleswerewellreproducedusmgthemodelinvarying
weatherconditionsandihroughoutthepaddyricecultivationseason,suggestingitsapplicabnitytoattemptsat
modijinglandutilizationandfbrotherpurposes.1twasconfirmedthattheGUIfunctionedsatismctornyandwas
easytomanipulatelhroughoutallstepsofuse.
Next,1hescopeofthemodel'sapplicabilitywasevaluated.Accordingtoestimationwithillismodel,the

degreeoftemperatureriseatnoononafinesummerdayinareasaroundYbshikawaandMisatoCitymSaitama
Prefecture(areasundergomgmarkedchangesmlandutiUzation)wasaboutO.7｡C.Themodelwasalsoapplied
topredicmgtheappearance/disappearanceoftheheatislandphenomenoninKantoDistrict,predictingthe
weathermiheYamanashiBasin(fOrthepurposeofcopmgwithwarmingtendenciesinareaswherehfuittrees
arecultivated)andpredictinglocalwarmingmFukuokaPrefecture(Wheretherehasbeenmtenseurbanization
inrecentyears).TheseapplicationsyieldedconcretedataandsupportedthewideappHcabiliWofthemodel｡
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方の濃紺色）は博多湾で，温暖域（下方の朱色）は
有明海である．最低気温のシミュレーション結果
を比較すると，両者の気温分布は酷似しているが，
たとえば20年前の城島三島の4.5̅5℃に対し
て１０年前は５.５～6℃と約1℃上昇している．同様
に，最高気温のシミュレーション結果を久留米，小
郡で比較してみると，２０年前の６～6.5℃に対して
10年前は7.5～8℃と約1.5℃の上昇となっている．
これらは図１４の欄外に示した１月の最高・最低気
温およびシミュレーション実験条件とした最高・最
低気温の日較差に近い値を示しており，シミュレー
ション結果の信頼性の高さがわかる．
つぎに気温差(DTR)が最大となる２０時に注目
すると，大川で10年前の6.5～7℃に対して20年
前が３．５～4.5℃,八女が同様に５～6℃に対して２．５
～3.5℃と2.5℃から３℃の上昇となっている．これ
らは上述した最低気温および最高気温の上昇量を明
らかに上回っている．日没後の20時頃に，都市と

郊外の気温差が最大となるのは都市気候のひとつの
特徴といわれているが，そのような傾向を示す結果
である(Kusaka･Kimura,2004;井上,2006).
本項で述べた擬似温暖化実験の結果について整理
すると,１０年前,２０年前に対する最高気温や最低
気温の分布は非常に似かよっており，それによる
と気温は有明海側で高く，博多湾および八女や黒
木の中山間地で低くなる．日変化をみると，日没後
の20時頃が市街地と郊外との気温の日較差(DTR)
が最も大きくなる．これらの結果は気候シナリオ実
験の結果と矛盾しないことから，温暖化が進んだ
場合の局地気候への影響は基本となる温度場の上
昇(気候シナリオ）に依存すると推察される(IPCC
第４次評価報告書SPM,2007).さらに，現在開発
中の気候シナリオ対応の気候緩和評価モデルを用い
た実験を積み重ねることによって，多くの知見が得
られるものと期待される（井上,2007a,b,2008a,b,
c,d).

まとめ

高い性能と操作性を有する最新の気候緩和評価モ
デル（領域気候モデル）が開発された．モデルの特
徴，操作性，精度検証およびモデル実験に関して，
つぎの知見が得られた．
(1)都市モデルと植生モデルを組み込んだ最新の気
候緩和評価モデルが開発された．本システムをパ
ソコンのOSWindowsXP(Windows2000でも利
用可能）にインストールするだけで，エンドユー
ザはインターフェイスGUIを介して全国どこで
も，計算から結果表示までの一連のシミュレー
ション実験ができるようになった．
(2)気候緩和評価モデルの精度が過去の夏季晴天
日，冷害年，猛暑年における気温や風向・風速，
熱収支配分のシミュレーション結果を用いて検討
された．数多くの予測気温はアメダスとほぼ一致
するが，風速は予測値がアメダスを上回る場合が
多かった．熱収支項の潜熱フラックスは森林＞水
田＞畑＞都市の順に高く，土地利用別の熱収支特
性がよく再現されていると判断されたが，森林の
ボーエン比は従来の結果よりも小さく,RAMSの
森林サブモデルの改善が必要である．

水田群落を対象として，つくば市真瀬の水田観測
データと比較検討した結果，本モデルは最低気温や
潜熱フラックスで観測値と異なる場合もあったが，
本モデルは田植から刈取りまで生育全般に適用でき
ることがわかった．
(3)土地利用と気候緩和機能に関しては，水田の宅
地化や畑地化に伴って，特に最低気温の上昇と高
温域の拡大が予想され，気候緩和機能に明らかな
低下が認められた．
交通網や道路網の整備が著しい埼玉県のさい
たま市，吉川市，三郷市の周辺地域の温熱環境は
1987年以降，確実に悪化し，それが首都圏で発
生した熱い気塊を内陸部まで容易に進行させる可
能性が示唆された．
(4)本モデルが関東地方における熱い気塊(高温域）
の発生消長と海風前線との関係，山梨の果樹地帯
における温暖化対策としての盆地気象の利用，温
暖化が顕著な福岡の局地気象への影響評価等に適
用され，モデルの有用性と具体的成果が過去の観
測事実や関連する既往報告等との関連において考
察された．


